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第15章 再生可能資源
用語・意味：

· Box15.1がよくわからないです。（市村）
· BOX15.1の内容があまり理解できなかったです。（伊崎三由紀）

· 自然均衡とは、具体的にどういう意味ですか？（清水）⇒pp. 213-215

· p. 218の4.時間と割引がよくわからなかった。（梅原）
持続可能生産量・コモンズの悲劇：

· p. 212で、もし魚のストックが１０００匹とすると自然に増加する１００匹（持続可能生産量）を捕獲してもストックは一定量（１０００匹）であるとしています。しかし、捕獲する１００匹の中に、若い魚が混じっていたら稚魚の数が少なくなり、ストック量は変化するのではないでしょうか？（大八木）

· コモンズの悲劇の具体例はここに挙げられてる他にはないのでしょうか？（宮腰）
資源の管理体制：

· 資源の過剰利用を防ぐためにもっと多くの管理体制を整えるべきでは？（入江）

· 教科書で書いてあった以外の資源の管理方法はありますか？（大埜）

· ２つの対極にある管理体制の、国有制と私有制の具体的上手な組み合わせというものはないのでしょうか？（尾崎）

· 私有制と国有制の環境資源に対しての問題とは、どのようなものですか？（奥村）

· 資源の管理体制には、国有性・私有制・共有制・オープン・アクセスがありますが、ある範囲の環境資源に対しては問題があります。どの管理体制が、一番良い方法だとお考えですか？（清水）
· 再生可能資源の管理と所有権の問題で四つの中のどれがふさわしいかがいまいちよくわかりません！（三浦）
· オープン・アクセスは確かに賛成できないと思います。どの管理体制がいいと思いますか？（山崎）
· Box.15.3において資源の管理体制が四つ挙げられていますが、この中でも一番大切であると思うのはどれですか？理由も述べてください。（田手）
· P224のBox15．3の資源の管理体制のところなんですが具体的には誰がこの区別を行うのですか？（植田）
· オープンアクセスや、所有権が存在しない場合、再生可能な資源のほとんどが過剰利用の危険性をはらんでいるとあるが、ではなぜそういう所をきちんと管理しないのですか？（植村）
意見・感想：

· 再生可能資源の過剰利用をどうやって抑制していくかがこれから資源を利用していく上で大切なことだと思った。（小山）

· 資源の管理の例でしばしば漁獲が挙げられます。漁師の立場を考えると、管理されると収入減になるが、過剰漁獲を続けると漁場そのものが消滅するかもしれない。なんとも難しい話です。（伊崎慶介）
· 資源の管理体制や政策にはどれも必ずメリットとデメリットが存在していて、完璧なものはないので、適材適所が重要だと思いました。（川又）
第16章 非再生可能資源

用語・意味：

· Box16.2のところがよくわかりませんでした、教えてください。（尾崎、奥村）

· シンプル・ホテリング・ルールがよくわかりません。（市村、山崎、伊崎三由紀）
· 資源の希少性の測定の仕方の意味がよく分かりません。（大埜）

· 経済的採取率、割引期待価格、割引限界採取費用の関係がいまいち理解できません。（植村、田手）

· Ｐ240の式にある現在の稼動費用って何のことでしょうか。（川又）

枯渇：

· Box 16.2で研究者のスレイドとアンダーソンは逆の結論をだしていますがなぜですか？（宮腰）
· 再生可能資源の基本的使用ルールは、生物学的な成長率＋資本価値の上昇率＝割引率であり、非再生可能資源は、資本価値の上昇率＝割引率だとしています。すなわち、非再生可能資源は成長機能が無く、規模が固定されています。これは、「リカード主義者の展望」よりも「マルサス主義者の展望」を強く示していて、結局は資源が無くなってしまう事を意味しているのではないでしょうか？（大八木）

· 一番最後に書いてあるように「すぐにはなくならないだろう」と思ってしまうことが資源を枯渇させてきたのではないだろうか。（小山）

· 教科書に、「世界は、経済発展に必要な重要な鉱物や燃料を突如として切らしてしまうことはない」とありますが、本当にこのような考え方でよいのでしょうか？（清水）
· 非再生可能資源の代用やそれの保持において我々にできることは何なのか？（三浦）
· 資源の希少性を測定する他に、希少な資源を守るために何をしたらいいと思いますか？（入江）

· P240の金融投資のところなんですが、この話はただ利子率と投資の話だけで経済の流れの中の景気の部分については触れてないのですが、好況の時か不況の時かはっきりしていないと思った。また景気の変動で当然企業の将来に対する投資行動も変わってくると思うのですが。（植田）⇒弾力性

意見・感想：

· 再生可能資源も非再生可能資源も量の問題をはじめとして資源の管理方法は難しいもので、かなりの管理能力が必要ではないかと思った。（田中）

· 経済的な希少性から、将来の経済発展にそう影響しないだろうということで、一応の安心感を得ました。（伊崎慶介）
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